
月号

に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。（
簡
単
な
作
り

方
を
説
明
し
ま
す
。）

漢
字
文
化
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
漢
詩

を
読
み
、
そ
し
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

程　

 

月

日
、

月
２
日
、
９
日
、

日
の
木
曜
日
（
全
４
回
）

時　

間　

午
前

時

分
〜
午
後
０
時

分

場　

所　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

講　

師　

 

塚
越　

義
幸
氏
（
國
學
院
大
學
栃

木
短
期
大
学
国
文
学
科
教
授
）

定　

員　

人
（
先
着
順
）

受
講
料　

３
，０
０
０
円

（  ）

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

月
募
集

李り

白は
く

・
杜と

甫ほ

の
漢
詩
の
魅
力
に
迫
る

漢
詩
は
わ
が
国
で
は
、
鑑
賞
す
る
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
創
作
す
る
も
の
と
し

て
和
歌
の
対
極
と
し
て
古
代
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
わ
が
国
で
漢
詩
鑑
賞
の
対

象
と
し
て
、
李
白
や
杜
甫
の
詩
を
数
多
く
収

め
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
『
唐
詩
選
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、『
唐
詩
選
』
の
絶
句
を
和
歌
に
仕
立

て
た
『
和
漢
草
』（
千
種
有
功
作
）
を
合
わ

せ
て
読
み
な
が
ら
、
漢
詩
と
和
歌
の
違
い
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
さ
ら
に
、
漢
詩
の
き
ま
り
を
学
び
な
が

ら
、
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
漢
詩
創
作

―
『
唐
詩
選
』の
世
界
を
繙

ひ
も
と

く
―

「
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
日
本
工
業
大
学
」

参
加
児
童
を
募
集
し
ま
す
！

昨
年
度
は
、
機
械
工
学
科
の
先
生
方
に
ご
支

援
い
た
だ
き
、
午
前
中
に
も
の
づ
く
り
を
行

い
、
午
後
は
蒸
気
機
関
車
へ
の
乗
車
、
落
雷
実

験
、
太
陽
光
発

電
装
置
な
ど
、

施
設
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、

も
の
づ
く
り
と

学
校
施
設
見
学

の
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
を
親

子
対
象
で
実
施

し
ま
す
。

期　

日

月

日
㈯

時　

間　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

場　

所　

日
本
工
業
大
学
（
埼
玉
県
宮
代
町
）

　
　
　
　

※
市
有
バ
ス
で
移
動

対　

象　

市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
親
子

定　

員

 

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
）

※
詳
し
い
内
容
・
参
加
費
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

学
校
を
通
じ
て
募
集
案
内
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

申
込
み

月

日
㈪
〜

月
５
日
㈮
に

本 

生
涯
学
習
課（
☎
（ ）
２
７
３
２
）へ 昨年度は二足歩行ロボットの原型を作りました。

日　

程　

 

月
１
日
、
８
日
、

日
、

日

の
水
曜
日
（
全
４
回
）

時　

間　

午
後
６
時

分
〜
８
時

場　

所　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
イ
プ
ロ
シ
ス

　
　
　
　

証
券
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

定　

員　

人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円

　

現
在
の
日
本
の
経
済
情
勢
を
知
り
、
そ
の

よ
う
な
時
代
の
中
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
重

要
な
お
金
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
金
融
商
品

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
く
こ
と

で
、
ご
自
身
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考

え
る
材
料
の
ひ
と
つ
と
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

〜
し
っ
か
り
学
ん
で
、
じ
っ
く
り
設
計
〜

申込みは、 月１日（月）　午前８時 分～
本  生涯学習課　☎ － ・ へ （土・日・祝日は除く）

生
涯
学
習

月号

物
観
察
を
行
い
、
ウ
ニ
の
解
剖
や
生

き
物
の
特
徴
を
と
ら
え
た
ス
ケ
ッ
チ

を
行
う
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。

３
日
目
は
何
と
４
時
に
起
床
し
、

海
か
ら
昇
る
朝
日
を
観
察
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ゆ
る
や
か
に
丸
み

を
帯
び
た
水
平
線
が
紫
が
か
り
、
日

の
出
を
迎
え
る
と
、
今
は
廃
校
と

な
っ
て
い
る
網
長
小
学
校
の
校
歌
に

あ
る
「
朝
日
は
海
に
て
り
は
え
て
」

の
歌
詞
の
と
お
り
、
幻
想
的
な
景
色

が
目
の
前
に
広
が
り
ま
し
た
。
島
の

方
と
の
交
流
会
で
は
、
網
長
小
学
校

の
校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
う
と
、
お

年
寄
り
た
ち
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

青
い
空
と
透
き
通
る
海
。
心
温
ま

る
島
の
人
た
ち
の
心
遣
い
。
こ
の
３

日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
も

児
童
た
ち
の
心
構
え
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
講
座
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

清
掃
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、
来
た

と
き
以
上
に
き
れ
い
に
な
っ
た
宿
泊

施
設
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

日　

時　

月

日
、

日
の
月
曜

日　

午
前

時
〜
正
午

（
全
２
回
）

場　

所　

栃
木
公
民
館（
日
ノ
出
町
）

内　

容　

Ｃ
Ｄ
テ
キ
ス
ト
を
使
い
初

心
者
を
対
象
と
し
た
体
験

レ
ッ
ス
ン
で
す

講　

師　

谷
中
敦
氏

定　

員　

人
（
先
着
順
）

費　

用　

無
料

持
ち
物　

ウ
ク
レ
レ
（
持
っ
て
い
る

方
）、
筆
記
用
具

申
込
み　

月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話

で 

本 

生
涯
学
習
課
（
☎

（ ）
２
７
０
５
・
２
７
０

６
）
へ
（
土
・
日
祝
日
は

除
く
）

☎
( )
０
３
５
２

（  ）

問合先　生涯学習課（☎ － )　e-mail：gakusyu＠city.tochigi.lg.jp

栃
木
公
民
館
は
、
市
民
会
館
の
名
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
建
物
の
中
に
あ
り
、
１
・
２
階
部
分
を

所
管
し
、
部
屋
の
貸
館
業
務
、
講
座
の
開
催
等
の

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
３
階
部
分
は
女
性
青

少
年
課
所
管
の
働
く
婦
人
の
家
が
あ
り
、
同
じ
敷

地
内
に
は
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
や
栃
木
市
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
な
ど
中
心
市
街
地
か

ら
少
し
は
ず
れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
々
い
ろ
い
ろ

な
世
代
の
方
が
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
思
い

思
い
の
運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

栃
木
公
民
館
は
今
年

度
の
講
座
と
し
て
、
女

性
学
級
で
は
健
康
講
話

＆
リ
ズ
ム
体
操
や
手

芸
、
子
ど
も
サ
ー
ク
ル

で
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

や
楽
し
い
朗
読
、
高
齢

者
教
室
で
は
講
演
や
映

画
鑑
賞
、
現
地
学
習
会

を
開
催
し
、
生
涯
学
習

の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
あ

り
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
団
体
の
会
議
等
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
お

近
く
の
公
民
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
だ
公
民
館
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
方

は
、
お
友
達
を
誘
っ
て
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

こどもサークル「楽しい朗読」より

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
網
地
島
で
開
催

８
月

〜

日
の
２
泊
３
日
で
宮

城
県
石
巻
市
に
あ
る
『
網あ

地じ

島し
ま

』
を

舞
台
に
『
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in

あ
じ
し
ま
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
海
鳥
へ

の
エ
サ
や
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

カ
モ
メ
や
ウ
ミ
ネ
コ
が
飛
ん
で
き

て
、
エ
サ
を
つ
い
ば
む
様
子
が
観
察

で
き
ま
し
た
。
入
所
式
の
後
は
サ
イ

エ
ン
ス
講
座
で
、
実
験
を
通
し
て
浮

力
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
夜
空
の

観
察
で
は
、
い
ざ
校
庭
に
出
て
み
る

と
、満
点
の
星
空
。
子
ど
も
た
ち
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
夏
の
星
座
を
発
見
し
、

「
先
生
、
見
つ
け
ま
し
た
。」
と
次
々

に
元
気
な
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

島
の
方
々
も
、「
島
の
空
に
も
こ
ん

な
に
星
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
い
た
。」

と
い
う
ほ
ど
星
が
き
ら
め
く
き
れ
い

な
夜
空
で
し
た
。

２
日
目
は
、
朝
か
ら
磯
の
生
物
探

し
を
行
い
ま
し
た
。
各
班
の
水
槽
は

魚
や
ヒ
ト
デ
、
貝
や
カ
ニ
、
ウ
ニ
な

ど
で
す
ぐ
に
一
杯
に
な
り
、
ま
る
で

水
族
館
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、

白
浜
海
岸
に
移
動
し
て
、
地
元
の
あ

じ
朗
志
組
の
方
た
ち
に
お
世
話
に
な

り
、
シ
ー
サ
イ
ク
ル
を
体
験
し
ま
し

た
。
前
日
に
学
ん
だ
浮
力
を
意
識
し

な
が
ら
海
の
上
を
す
い
す
い
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
海
の
生
き

磯の生物探し
「ほら！ウニがとれたよ」

海の生き物観察
（ウニの解剖）

市
民
講
師
自
主
講
座
追
加
募
集

は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
体
験

生
涯
学
習


